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中国に於けるWCRPとその研究成果＊

黄 栄 輝＊＊

　はじめに

　ここ数年来，人間活動による温室効果ガスの増加によ

る全球規模の気候変動の問題は科学界でもっとも関心を

持たれている問題であるばかりでなく，食糧，水資源，

エネルギーなどの問題と関連し，社会問題にもなってい

る．各国の経済発展計画をつくるときには必ず気候変動

の間題を考えなければならない．そのために，気候変動

の状況とメカニズムを解明し，気候変動を予測すること

を目標にしてWMOとICSUとは協力してWCRP（気
候変動国際協同研究計画）を組織した．

　中国の気象研究者たちは気候変動の間題を非常に注目

している．中国では1986年からWCRP国内委員会をつ

くって若干の気候変動に関する研究プロジェクトを実施

し，中国と東アジアにおける気候変動とそのメカニズム

をいくつか明らかにした．

　ここでは中国のWCRP国内委員会の組織，1986－

1990年間に中国で行なわれたWCRPに関する研究プロ

ジェクトとその若干の研究成果，およびこれからの五年

間に中国で行われるWCRPに関する研究プロジェクト・

の概要を紹介してみたい．

1．中国におけるWCRP国内委員会の組織について

中国に於てWCRPを実施するために，1986年に葉篤

＊この文章にまとめてある研究成果は全体ではな

　くてその論文と解説の一部である．
＊＊東京大学気候システム研究セソター客員教授．

　（1991年11月一1992年4月），中国科学院大気物

　理研究所．

1992年9月

正教授を責任者として中国気候研究委員会が創立され

た．この委員会は，中国でのWCRPの研究の組織や，

中国における気候変動の間題に関する研究面で重要な役

割を果してきた．1990年には曽慶存教授がこの委員会の

会長になった．

　次に中国気候研究委員会（現在，国家気候委員会の気

候研究会ともよばれている）について触れてみたい．こ

の委員会は次の研究機関で構成されている，即ち：

　1）中国科学院の気候に関する研究所（大気物理研究

所，蘭州高原大気物理研究所，地理研究所，海洋研究所

と南海海洋研究所などが含まれている），

　2）気候研究に関する大学（北京大学地球勿理系・南

京大学大気科学系，中山大学大気科学系と南京気象学院

などが含まれている），

　3）気候研究に関する国家部門（主に国家気象局，国

家海洋局・国家計画委員会の国土局・．水利部の水文局，

国家環境局などが含まれている），

　4）科学研究と予算を管理する部門（主≧レて国家自

然科学基金委員会と国家科学技術委員会の気候関係部
門），

　以上の機関からなっている．

　中国気候研究委員会は具体的な研究実施機関ではな

く，次のような役割を行っている．

　1）中国でのWCRPに関する研究プ目ジェク筆及び

研究計画を企画立案すること；

　2）気候に関連する各機関の連絡と研究の調整を行

い，協同研究を組織すること；

　3）気候変動に関するシソポジウムを粗織すること；，
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　4）国家の計画部門と防災部門に気候変動の状況を報

告し，気候変動に関する研究成果をまとめること；

　ここ数年来，“気候変動に関する研究報告”（汽候研究

報告），“旱ばつと水害に関する研究進展”（旱游研究遊

展），“当代気候学”（当代『候学），“気候変動に関する

ダイナミックスとモデリソグ”（ClimateChangeDyna－

mics　and　Modelling）（中国気候研究委員会，1988，葉

他，1990，・葉他，1991，Zen96知Z・1990）．などの本を

編集したり，“気候”の編集に参加したりしている．

　5）国際的なWCRPに対する窓口としてWCRPの
シソポジウムや研究計画に関する討論に参加すること．

　このように中国気候研究委員会の創立は中国における

気候変動に関する研究の発展に対して大きな役割を果し

ている．

2．1986－1990年間の中国におけるWCRPについて

　2．11986－1990年間の研究プロジェクト

　世界のWCRPに対応して，中国気候研究委員会は気

候変動に関する研究プ・ジェクトを作り，中国とアジア

における気候変動の状況とそのメカニズムに関する研究

に力を入れた．具体的には，中国における気候変動とそ

の環境に及ぼす影響の程度に基づいて次のようなプロジ

ェクトを制定した．

　1）今後五十年の間における気候と環境の変動

　本研究の目的は，十年以上の時間スケールで中国にお

ける気候と環境の変動の解明，温室効果ガスによる全球

的な温暖化の中国に及ぽす影響の解明とその予想を行う

ことである．この項目では次の三つの研究課題で行われ

た，即ち：

　（a）研究課題1：十年間と百年間の時間スケールで中

国における気候と環境（主に気温，降水，海面高度，氷

河，砂漠化面積，メタソ）の変動の解明；

　（b）研究課題2：温室効果ガスの観測的研究；

　（c）研究課題3：二酸化炭素の増加による全球的温暖

化のモデリソグとCO2倍増時での中国における気候と

環境の変動の予測．

　2）黄河流域と楊子江流域における旱ばつと水害の発

　　　生状況，および原因と予測に関する研究

　黄河流域と楊子江流域は中国の工業と農業生産の重要

な地域であるが，気候変動に伴い，この両流域では旱ば

つと水害が頻発し，この両流域の食糧と工業生産に大ぎ

な影響を及ぼしてきた．本研究ではこの両流域における

モンスーソ降水の年々変動とその異常による旱ばつと水

害の発生状況の解明，東アジアにおける大気大循環の年

4

々変動と季節内変動のメカニズムの解明，大気大循環モ

デル，海洋大循環モデルと大気・海洋結合モデルの開

発，大気大循環の年々変動と季節内変動のシミュレーシ

ョンおよび夏期モンスーンの降水の季節間予測などの研

究が行われた．

　具体的な研究課題は次の七つの課題である。即ち：

　（a）両流域における旱ばつと水害の発生状況の解明；

　（b）両流域における旱ばつと水害の形成過程に関する

診断的研究；

　（c）東アジアにおける大気大循環の変動のメカニズム

の解明；

　（d）大気中ゆっくりとした変動（Low一丘equency　vari－

ability）と東アジアにおけるモンスーンの異常との関係

の解析；

　（e）地表面と海洋における熱の異常の東アジアにおけ

る夏期モンスーソヘの影響の解析；

　（f）大気大循環モデルの改善，海洋大循環モデルと大

気・海洋結合モデルの開発，夏期モソスーンのシミュレ

ーション；

　（9）夏期両流域でおこる旱ばつと水害の季節内予測に

関する研究．

　3）熱帯西太平洋における大気と海洋との相互作用に

　　　関する綜合的な観測的研究

　熱帯西太平洋の海面と混合層の水温は全球海洋のなか

で最も高温である．しかも，この海域の上空ではアジア

モソスーソ循環と赤道貿易風と南北両半球からの気流と

が交叉している．したがって，この海域における海洋と

大気との相互作用はもっとも強くなっている．最近の研

究によって，この熱帯西太平洋にある世界で最も高温な

水塊が地球全体に重要な役割を果していることが明らか

になってきた（とくに東アジアにおける大気大循環の年

々変動と季節内変動に大きな影響を及ぽすことが明らか

になった）．この観測的研究では五年間にわたってこの

暖水プール（Warm　water　poo1，中国語で暖池とよばれ

ている）の熱容量と海面における熱平衡を形成する各過

程を観測し，海洋物理及び海洋化学的な観測，および海

洋と大気との相互作用を調査してきた．

　具体的な研究課題は主に次の三つの課題である，即

ち：

　（a）西太平洋暖水プールの海洋の熱容量とエネルギー

平衡を形成する各過程の観測；

　（b）暖水プールの海洋物理学的，及び化学的調査；

　（c）暖水プールの海面における大気と海洋との相互作

用の観測．

、天気”39．9。



中国に於けるWCIRPとその研究成果 543

く℃）

つ』6

C，4

o．2

O．0

ノ

＼〃’

1只＾∩エ　　の

　；8184

第1図

1860　エ9eO　1920　1940　ヌ96q　・9801　　　　　　1　　　　　t’　　　　　l　　　　　　l　　　　　！

1864　ユ904　エ92｛　エ944　ヌgq4　19β4

北半球と中国の五年間平均した気温の変化．

太い線は北半球の気温を示す，細い線は中

国の気温を示す．

冬季

‘嚇

1．2

イ　　　ノ’二

謬臨
父　．

へ
　　入

0
、　・●

㌧！
も／㌘

ノ

ガご
0鼻4

0

一〇、4

　　　　　　ヨL6
　　　　　、裂）り

　　　　12／　　　　　　　1．6
　　　　　　　　　→，　　’

　　　　勘　　・・の
　　　　。，、、〉・

　　　　　oj　　　●　・～
　り4　　　（ジ　　　　　　．，

　　　　　　　　　　　’4

くゆ4．』　　oド
亀o

～

　4）旱ばつ地域における大気と陸地との相互作用の観

　　　測的研究

　大気と陸地との相互作用は気候の形成と変動にも大き

な影響を及ぼしている，とくに旱ばつ地域における大気

と陸地との相互作用の解明は気候の変動および気候変動

の環境への影響に関する研究にとって意義ある研究であ

ると考えられる．本研究では日本の気候研究者と協力し

て旱ばつ地域（中国の甘粛省黒河地区）に定点観測場をつ

くって大気と陸地との相互作用の境界層過程を観測する

ことも含まれている．勿論，この観測場は将来GEWEX

とIGBP研究計画の一環として大切な観測場になること

も予想される．本研究は主に次の四つの研究課題を含め

ている：

　（a）黒河観測場の建設；

　（b）植生のある場合とない場合について大気と陸地と

の間の水分と熱の交換；

　（c）植生のある場合とない場合について地表面におけ

るエネルギー平衡を形成する各過程の観測；

　（d）接地境界層の物理過程の調査．

　2．21986－1990年間の中国におけるWCRPの実施

　　　とその研究成果

　国家自然科学基金委員会（N’ational　Natural　Science

Foundation　of　China）と中国科学院の後援のもとで，前

に述べた研究プロジェクトは順調に進んできた．また，

これらのプロジェクトの成果をもとに，全球と東アジア

における気候変動の状況とそのメカニズムについての研

究も行われた．その成果をまとめると次のようになる．

　1）中国の異なる時間スケールにおける気候変動の実

　　　情の解明

　（1）十年の時間スケールの気候変動

　1910年代から80年間の気温，および1950年代から40年

1992年9月
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第2図 中国の80年代と50年代の気温の差（単位：

。C）．（a）冬の気温の差，（b）夏の気温
の差．

間の降水と環境の観測データの解析から，中国における

気候と環境の変動の実情がある程度で明らかにされた．

北半球の温暖化とともに，中国の気温も上昇している傾

向がみられる．第1図に示すように，40年代が今世紀の

最高温の時期で，そのあと気温が下がり，60年代は低温

期になっていたが，70年代の後半期から気温が再び上が

っているようである（国家科学技術委員会，1988）．し

かし，第1図を詳しく見れば，両者の間に著しい差異が

ある．50年代から中国における気温が北半球の気温より

大幅に下がっていたが，80年代の中国における気温の上

昇は北半球の気温の上昇とくらべるとそんなに激しくな

い．これはたぶんモソスーンの地域における気温の変動

がグローバル気温の変動と違うということを示唆してい

るものと考えられる．
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第3図　中国の各年代（10年間）の降水の平均のアノマリの分布．

　　（a）50年代，（b）60年代，（c）70年代，（d）80年代．

　第2図に示すように，中国の十年間の時間スケールの

気温変動から見ると，北部の気温変動は楊子江流域の気

温変動と大分違うようである（Chenθ∫α1，1991）．北部

では80年代の冬期の気温が50年代の気温より大分上昇

し，およそ1－2。Cぐらい上がった．しかし，中国の南

部では，とくに楊子江流域の夏の気温は50年代の気温よ

り約0．5。Cぐらい下がった．これらの気温変動は各地

域における気温の十年移動平均からも見られる．

　中国の十年間の時間スケールの気温変動の実情から見

て，全球的温暖化の各地域に及ぽす影響は違うようにみ

える．したがって，全球的気候変動と地域の気候変動と

6

の相互作用は今後注意深く研究されなければならない．

　中国と日本とは同じように東アジアのモソスーンの地

域にあり，降水の変動は気温より著しい（黄他，1991）．

第3図は中国の各年代の夏期降水のアノマリを示す．こ

の図から中国の降水が60年代に50年代のアノマリとの符

号を変えるほど激しく変動していることが見られる．中

国の北部における降水の動態は1965年からずっと減少

し，80年代に平均値より大分低くなった．これと逆に，

楊子江流域における降水は大分増えて平均値より高くな

った．これらの変動は夏期各地域における降水の十年間

移動平均した結果からみると，もっとはっきりするよう

、天気”39．9．
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（b）

である（例えば第4図）．第4図で示すように中国の華

北地域における降水は1965年頃からずっと減少してい

る．80年代の降水量は50年代の降水量より約30％ぐらい

減少した．この下降の仕方は第5図で示すアフリカのサ

ヘル地域における降水の下り方に似ているようである．

この変動は中国の気候研究者の注目をよびおこしてい

る．なお，中国における降水の気候変動の様子から見れ

ば60年代の中頃に気候ジャンプと呼ぶべき変動が起きて

いる（Yan6’α」・，1990）．これは山元龍三郎先生が指摘

されている気温のジャンプがおきている時期と少し違う

ように思われる（Yamamoto8孟磁，1986）．

，今まで述べてきた結果をまとめてみると，中国の北方

で気温が著しく上昇し，降水が減少しているといえる．

これは大規模な耕地を砂漠化させる原因となる．統計に

よれば，この40年間に砂漠化の面積は大体15万平方キロ

ぐらい拡大した．なお，降水量の減少は華北地域の水資

源を大分減少させて，80年代のこの地域の水資源は50年

代の水資源より著しく減少してしまった（Huang，1991）．

これも工業・農業と生活用水に大きな影響を豫ぼし，大

変憂慮すべき問題になった．

　北半球における気温の上昇に伴って海面高度は上昇し

てきている．しかし，観測によると，海面高度の変化は

海域によって異なり，上昇する所もあるし，下降する所

・もある．現在では，中国の海岸にそって楊子江の南側の

海面高度は50年代の高度よりもうすこし上がったが，そ

1992年9月
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第6図　夏期黄河流域（図a）と楊子江流域（図
　　　　b）における降水のアノマリの年々変動．

の北側の海面高度は50年代の高度より下がった（趙他，

1991）．

く2）気候の年々変動と季節内変動

　中国がモンスーンの気候地域にあり，モンスーンの変

動によって気候の年々変動も大きく，また，季節内変動

も大きい．この変動は旱ばっと水害を引ぎおこした．第

6図では夏期黄河流域と楊子江流域における降水のアノ

マリの年々変動を示している．この図から中国の東部に

おけるモソスーン降水の年々変動が大きいことがよくわ

かる（Huang，1989）．なお，黄河流域におけるモンスー

ソ降水の年々変動は楊子江流域におけるモンスーン降水

の変動と逆になるようである．ENSO年の夏には楊子

江と准河流域におけるモンスーン降水が強く，黄河流域

におけるモンスーン降水は弱くなる（黄他，1989）．

　気候変動によって気候による災害が頻繁にこの両流域

でおこり，平均的に言えば黄河流域に旱ばつが1年ごと

に一回おこり，楊子江流域には水害が2－3年ごとに一

回おこる（爲他，1985）．

　最近，西太平洋亜熱帯高気圧，東アジアにおける大気

大循環と夏期モンスーンの降水の季節内変動およびそれ

らの間の相互作用の研究が行われている．気侯学的に言

えぽ夏期モンスーン降水の雨域は6月の初めに楊子江流

域の南から北へ突然ジャンプしているが（Ych8グ訟，

1959），これに関連して西太平洋暖水プールの上空にお

ける対流活動によってその雨域の北進の模様がかなり影

7



546 中国に於けるWCRPとその研究成果

40●N

20●N

EQ

20．S

40。N

・20．．N

EQ

ρ’

　●

drought艶
　　　　●●

　lH，4

σ ．H

strong’oonv㏄“6n

騒
幅
o

　・も

　　　　9。’θ
かq

“鳩

ρ．

　‘　一－

noodI

H
H

偶
■

o
眺

　■0
　　9∂

グ

st「脅ρ9。onv㏄tign

（a）

．（b》

20●S．

　80。E　100・E：120。E　140。E　1600E　1806E　16σりW

第7図　フィリピソの附近における対流活動と楊

　　　　子江流域の夏期モンスーンの降水関係の
　　　　概念図．

響をうけることが指摘されている（Hunag8」α」．，1992）．

　2）気候変動に関する理論的な研究

　全球的気候変動の実情の解明と伴って全球規模におけ

る大気大循環の変動とそのメカニズムの解析と診断的研

究も行われ，有意義な研究成果がえられた．

　（a）アジアモソスーソシステムは東アジアモンスーン

と南アジアモンスーンという二つのサブシステムにわけ

られて，東アジアモンスーンが西太平洋亜熱帯高気圧の

影響を受けてその変動は南アジアモンスーンの変動と逆

関係を持っているということが指摘された（Tao8緬乙，

1985，1987）．

　長期間のデータで北半球における大気大循環の振動を

解析し，北半球に南方振動と似ている振動もあることが

わかった（陳，1984），即ち，北東太平洋の地域におけ

る海面附近の気圧場とフィリピンの附近の気圧場との間

に強い負相関があり，この振動は東アジアにおける大

気大循環に強い影響を及ぽすことがわかった（陳他，

1991）．

　大気大循環の解析によって熱帯には二つのハドレー型

の南北循環があり，具体的には，下部対流圏と上部対流

圏に別々に一つのハドレー型循環が存在していることが

わかった（呉他，1987）．

　EN’SO現象の東アジアにおけるモンスーン降水と気

温への影響についての研究が行われ（Fu6」紘，1986），

最近，冬期アジアモンスーンのENSO現象への影響も

解析された（李，1988）．

　（b）大気大循環と気候の変動のメカニズムに関して有

意義な研究も行われた．大気大循環の変動を支配する

プラネタリー波とその伝播などの問題を波束の理論と

WK町方法で取扱った（Zeng，1983，Zengθ知乙，1986，

黄他，1983，Huang，1986）．なお，normal　modeで表

わせない波動，例えば30－60日間周期の振動，の大気大

循環を維持する役割と気候システムの気候ジャソプと季

節内ジャソプのメカニズムも非線型方程式を用いて議論

された（Zhu6」α乙，1987）．

　東アジアモンスーソ変動のメカニズムについてチベッ

ト高原と熱帯西太平洋の対流活動による熱源の東アジア

モソスーンヘの影響も調べられた．チベット高原の雪に

覆われた面積と熱帯西太平洋の対流活動が東アジアモン

スーソ，とくに楊子江流域と准河流域の夏期モソスーン

降水に大きな影響を与えることも指摘された（陳他，

1981，Huang，1985，Huang8砲ム，1987，Huang8’αら

1989）．この研究によれぽフィリピソの附近で対流活動

が強くなると，楊子江流域の夏期モソスーンの降水は弱

くなって旱ばつを引きおこすことになる．また，この場

合には夏期モンスーソ循環と降水の季節内変化も著し

い．逆に，フィリピンの附近で対流活動が弱くなると，

楊子江流域の夏期モンスーンの降水は強くなって水害を

引きおこしやすい．この場合には夏期モソスーン循環と

降水の季節内変化も著しくない．

　3）気候モデリソグと気候変動のシミュレーション

　1986年から1990年まで大気物理研究所では二層と七

層の大気大循環モデル，更に四層の海洋大循環モデルお

よび大気・海洋結合モデルなどの気候モデルが開発さ

れた（Zen96∫磁，1986，曽他，1988，Zen9，1990）．今後

は生態系のモデルの開発が予定されている（Ji，1989）．

これらの気候モデルを用いて大気大循環と海洋大循環の

平均状態をシミュレーションすることができた．また，大

気大循環の年々変動と季節変動，季節内変動と大気大循

環のアノマリのテレコネクションおよび海洋のEI　Ni五〇

現象などをよく再現できるようになった（李，1992，周

他，1992）．これらの結果は気候変動の予想，とくに旱

ばつと水害の予報のために初歩的モデルの設定に対する

今後の指針を提供した．第8図にはIAP海洋大循環モ

デルでシミュレーションした太平洋海面のダイナミック

高度を示している．その結果は実測の分布と大体よく合

っている．

　以上述べたことは中国の気候研究の全部ではなく，一

部分の説明でしかないことをことわっておきたい．

8 、天気”39．，9．



中国に於けるWCRPとその研究成果 547

夕

豆…甲

加4

‘，ザ

軸　ミ

めξ
”

9」り

　♂ゴ’もべ　　609
　鵜艶’、‘く
．ノ’

　　　　・も

φ♂

．鐸馨鐵㌧

2P4

0◎

ノoレ

ノo‘

4
．
0

角o

ao

働 へ　　　　　　　　

　、o亀●

ノレ！

．鰹

・　5ぬ
〆

八

0
、

ゐρ

t　　aOo

1　．、ぐ　　　　　㍉　　　。
φ・、嵐　　倒必o
　　　・ゴ．＿、滑義ハ

　　　　　　　ノ●！
　　　　　　一　　　　！　　　　　　　　　　、　　　　∂

　　　　　　　ノ1　　　　　　　〃
　　　　　　、　　　　軸、　　　、　　　　　　￥
　　　　　　　　、　　　　＼
　　　　　　　　　、
　　　　　　、　　　1
　　　　　　・　　￥

4♂

　　　　　　　ヨ　　　　　　ノ　　、　！》
　　　の・・●　　　ノ　，
　　　　　　のロじ　ゆ　　　リ　　　　　ノき…蒙肇ミゲノ
のロ　　　　　　　　　も　　　　　　コ

詣……§、誌・￥u｝∫グ

さき一漸1渉
　　　ぐζ
＿　　　　　　、．ノ

　　　￥　　〆

第8図

〃イ

（義）！・＿＿マ・．≡」彦

　　　℃’懸斎灘…　　　　軸鱗…器＝＝
　　　　　億…舞…
　　　　　　　、＝　三
　　　　　　　こ二∫
　　　　　　　　帥噛■■．し　　　　　　　　　い　’
　　〃参9

　　　　　　　辞
，9炉

IAP海洋モデルでシミュレーションした太平洋の海面ダイナミック

高度（単位：cm）

銑1991－1995年間に中国で行なわれるWCRPに

　　ついて

　気候変動に関する研究の展開に伴って気候と環境変動

の研究の一層の推進をはかるために，国家科学技術委員

会と中国科学院は次の五つの研究プロジェクトを選定

した．

　（1）将来の20－50年間に中国における生態環境変動の

　　　動態とその予測研究

　中国における気候変動と生態系との相互作用を研究す

るためにこの研究項目は選定された．この研究項目で

は，気候変動の生態系への影響と生態系によって二酸化

炭素，メタンなどの温室効果ガスの吸収の低下と放出の

促進を引きおこすという地球温暖化の原因を解明し，そ

の相互作用のモデルを作成し，将来生態環境の変動を予

測することができることを目指している．具体的には次

の研究課題が考えられている：

　（a）中国における生態系の変動の解明；

　（b）地表面の物理特性と総観生物学の特性の監視と分

析；

1992年9月

　（c）生物から放出される温室効果ガスの測定と監視

（主にメタソ）；

　（d）気候変動の典型的な生態系への影響とその観測的

研究；

　（e）気候システムと生態系との相互作用のシミュレー

ションと理論的研究；

　（f）中国における環境の総観的変動の動態とその予
測．

　（2）気候力学と気候の予測理論

　気候変動のメカニズムを明らかにして気候システムの

力学の本質を理解し，信頼できるモデルを作成するこ

と，およびそれによって将来の気候の年々変動と季節進

行と季節内変動を予測することを目標にする．具体的に

は，次の研究課題に従い，研究を行う予定である．

　（a）気候システムの変動およびジャソプ＊＊＊とそのメ

＊＊＊気候ジャンプというのは相対的に短い期問で一

　　つの安定な気候状態からほかの安定な気候状態

　　に急速に変動することである．

9



548 中国に於けるWCRPとその研究成果

カニズムの解明；

　（b）大気大循環における異常状態が持続する情況とモ

ソスーン変動の実情の解析；

　（c）気候システムのなかの水循環過程と放射等の物理

過程の研究；

　（d）チベット高原と熱帯海洋の気候システムの変動ぺ

の影響に及ぽす役割の解明；

　（e）気候システムの変動のモデリングとそれを構成す

る各システム間の相互作用の研究；

　（f）気候システムの変動のシミュレーショソ；

　（9）気候システムの変動の予測に関する問題の検討．

　以上の二つの研究項目は既にわが国では重要な研究項

目になっており，研究者，研究費などを重点的に投入

し，研究の展開を強力にはかろうとしている段階といえ

るだろう．

　（3）災害気候とその農業および水資源への影響に関す

　　　る研究

　上に述べたようにわが国では気候変動によってしばし

ば気候異常がおきている．同時に農業生産と水資源に大

きな影響を及ぼしている．中国は東アジアモンスーンの

地域にあり，モンスーンの年々変動と季節内変動が大き

いので，旱ばつ，水害および東北地域の冷夏など大規模

な気候災害は頻繁におこり，農業生産，工業生産および

億かの産業にも大きな損失をもたらしている．この研究

項目は応用面の研究を主な目的にし，次の研究課題を行

う予定である．

　（a）中国における災害気候の発生情況の解明；

　（b）災害気候の形成のメカニズムの解明；

　（c）災害気候の予測に関する研究とモデルの開発

　（d）災害気候の農業と水資源への影響；

　（e）災害気候と災害状況のデータベースの設立．

　（4）旱ばつの地域における大気と陸地との相互作用に

　　　関する観測的研究

　この研究プロジェクトは1986－1990年間の研究にひき

つづいて計画されており，前g五年間の観測を継続して

実施するばかりでなく，更に観測と研究の推進を行い，

将来IGBPとGEWEX研究計画の一環とするように
すすめられている．目本り学者と協力して次の研究課題

の推准も考えられている：

　（a〉早ばっの地域の接地境界層に郭ける乱流のフラッ

クスと境界層の構造の観測的研究；

　（b）旱ばつ地域の地表面における放射収支と放射の特

性の観測的研究；

　（c）旱ばっ地域年おける蒸発と水収支の観測的研

究；

　（d）観測データの収集，編集と分析；

　（e）境界層の数値シミュレーション；

　（f）旱ばっ地域における農作物による水の需要量の観

測と節水の栽培技術の開発．

　（5）TOGA－COA奪Eの観測

　TOGA国際組織の要請によって西太平洋大気・海洋

一相互作用研究計画の強化野外観測期間（IOP）に，中国

科学院と海洋局が二隻の科学観測船を派遣し，この国際

観測研究プログラムに参加することになっている．この

プロジェクトはTOGA－COAREの観測への協力ばかり

でなく，前の五年間に行われていた熱帯西太平洋大気・

海洋相互作用の綜合観測をも更に発展させることができ

るものと考えられる．勿論，この観測研究によって西太

平洋の海洋循環および西太平洋暖水域における大気と海

洋との相互作用の実情を一層解明することができるだろ

う．また，この暖水域のENSO循環と全球大気大循環

への影響とそのメカニズムをもある程度明らかにするこ

とも期待されている．

　4．おわりに

　上に述べたように中国でのWCRPは主にアジアにお

ける気候変動，とくに中国における気候変動の実情の解

析とそのメカニズムの解明に重点をおいている．日本で

のWCRPも主にアジアと太平洋の地域における気候変

動と陸域生態系の変動過程に注目している．したがっ

て，中国でのWCRPと日本でのWCRPとが協力すれ
ば東アジアと西太平洋における気候変動とそのメカニズ

ムが明らかになるし，全球的な気候変動に関する研究に

も大ぎな役割を果すことができるであろう．
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